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平成３１年度 保健体育「保健」シラバス 

単位数 １ 単位 学科・学年・学級 普通 科 １年 A～E組 
教科書 最新高等保健体育 （大修館書店） 副教材等 最新高等保健ノート（大修館書店） 

１ 学習の到達目標 

個人生活や社会生活における心身の健康や安全に関心を持ち、その意義を理解すると共に、現代社会と健康についての基礎的な事項を理解

し、知識を身につけ自ら健康で安全な生活を実践できるような意欲を育てます。 
２ 学習の計画 

月 単元名 学習項目 学習内容や学習活動 評価の材料等 
４ 
 
 
 
５ 
 

 
 
６ 
 
 
７ 

１現代社会と健康 

 

 

１ 現代社会と健康 

(1)健康の考え方と成り立ち 

 

(2)私たちの健康のすがた 

 

(3)健康に関する意志決定・ 

  行動選択と環境づくり 

 

(4)生活習慣病とその予防 

 

(5)食事と健康 

(6)運動・休養と健康 

 

(7)喫煙と健康 

(8)飲酒と健康 

 

各種の指標を通して健康水準の動向や疾病構造の変化

を理解します。 

 

 

個人や集団の健康について理解を深めます。 

健康を保持増進するための知識や価値観をもとに適切

な思考・判断が必要であることやライフステージやライ

フスタイルに応じて各種保健活動が行われていること

を理解します。  

 

健康を保持増進するためには適切な食事や運動，休養な

ど健康的な生活習慣が必要であることを理解します。 

 

喫煙、飲酒による影響について疾病との関連や社会に及

ぼす影響について理解します。 

１ 授業の中で使

用するプリントや

配布する課題を指

示された期日に提

出します。 

 

２ 学期末に授業

への参加状況を

見るために、保健

ノートを整理し

て提出します。 

９ 
 
 
 
10 
 
 
 
11 

 
 
 
12 

 (9)薬物乱用と健康 

 

(10)感染症とその予防 

 

(11)性感染症・エイズとその

予防 

 

 

(12)欲求と適応機制 

 

(13)心身の相関とストレス 

 

 

(14)心の健康のために 

 

医薬品の正しい使用法と薬物乱用の影響について理解

します。 

 

エイズや感染症の予防には社会的対策とともに個人の

適切な行動が大切であることを理解します。 

  

欲求が満たされないときに起こる心身の変化と適応機

制について理解します。 

 

精神と身体は密接な関連をもっていることを理解しま

す。 

ストレスの原因や対処法を身につけることが精神の健

康のために重要であることを理解します。 

欲求の中には、自己実現の欲求がありその充足が精神の

健康と深く関わっていることを理解します。 

１ 授業の中で使

用するプリントや

配布する課題を指

示された期日に提

出します。 

 

２ 学期末に授業

への参加状況を

見るために、保健

ノートを整理し

て提出します。 

１ 
 
 
 
 
 
２ 
 

 
３ 

 (15)交通事故の現状と要因 

 

(16)交通事故を防ぐために 

 

(17)応急手当の意義とその

基本 

 

(18)日常的な応急手当 

 

(19)心肺蘇生法の原理とお

こない方 

 

交通事故の現状を知り防止のための適切な行動や責任

と補償問題が生じることを理解します。 

 

交通事故防止には、法的な整備や施設設備の充実などを

含めた安全な社会作りが必要であることを理解します。 

 

 応急手当の意義．順序や方法を理解し、自ら進んで実

践できるようにします。  

 

  心肺蘇生法の原理や方法に関して理解し、実践できる

ようにします。 

１ 授業の中で使

用するプリントや

配布する課題を指

示された期日に提

出します。 

 

２ 学期末に授業

への参加状況を

見るために、保健

ノートを整理し

て提出します。 
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３ 評価の観点 

関心・意欲・態度 現代社会と健康、生涯を通じる健康、社会生活と健康について関心を持ち、意欲的に学習に取り組もうとする。 

思考・判断・表現 現代社会と健康、生涯を通じる健康、社会生活と健康について、課題の解決を目指して総合的に考え、判断し、それら

を表している。 
知 識 ・ 理 解 現代社会と健康、生涯を通じる健康、社会生活と健康について、課題の解決に役立つ基礎的な事項を理解している。 

 

４ 評価の方法 

関心・意欲・態度，思考・判断・表現及び知識・理解の３観点から総合的に評価する。 
 

５ 担当者からのメッセージ（確かな学力を身につけるためのアドバイス、授業を受けるに当たって守って欲しい事項など） 

｢保健｣と言う科目は〈健康を保つ〉ことを取り扱う授業で、１年・２年次に１単位時間学習します。 

 健康問題がマスコミで大きく取り扱われる現状の中で、正しい情報と知識を取り入れ適切な生活行動を 選択できるようになることが求め

られます。 

 健康を保持増進するための基本的な事項を理解するだけでなく、〈体の健康〉と〈心の健康〉に目を向け快適で健康的な生活習慣が身に

付けられるよう努力しよう。 

 なお、１単位ですので中間考査は実施しません。欠席を無くし、与えられた課題や提出物は必ず期限を 守り提出してください。  
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平成３１年度 保健体育「保健」シラバス 

単位数 １ 単位 学科・学年・学級 普通 科 ２年 A～E組 
教科書 最新高等保健体育 （大修館書店） 副教材等 最新高等保健ノート（大修館書店） 

 
１ 学習の到達目標 

個人生活や社会生活における心身の健康や安全に関心を持ち、その意義を理解すると共に、生涯の各段階における健康課題に応じた自己

の健康管理を行う必要があること及び保健・医療の制度や機関を適切に活用できるようにする。 
 

２ 学習の計画 

月 単元名 学習項目 学習内容や学習活動 評価の材料等 
４ 
 
 
 
５ 
 
 
 
 
 
 
６ 
 
 
７ 

２生涯を通じる 

健康 

 

２ 生涯を通じる健康 

(1)思春期と健康 

(2)性への関心・欲求と性行動 

(3)妊娠・出産と健康 

(4)避妊法の選択と人工妊娠中絶 

(5)結婚生活と健康 

(6)中高年期と健康 

 

思春期の心と体の健康について理解します。 

性意識の男女差と性的欲求について理解し、異性を

尊重する態度が必要であることを理解します。 

 

心身の発達と健康な結婚生活について理解します。 

受精・妊娠・出産について理解し、その期間に健康

について理解します。 

家族計画の意義と安全な避妊の方法について理解

します。人工妊娠中絶の心身への影響について理解

します。 

 

加齢に伴う心身の変化について理解します。高齢者

の健康とその支援方法や保険・医療・福祉の連携に

ついて理解します。 

１ 授業の中で使

用するプリントや

配布する課題を指

示された期日に提

出します。 

 

２ 学期末に授業

への参加状況を

見るために、保健

ノートを整理し

て提出します。 

９ 
 
 
 
 
 
 
 

10 
 
 
 

 
 
11 
 
 

 
12 

 
 

 

 

 

 

 

 

３社会生活と健康 

 

(7)医薬品とその活用 

(8)医療サービスとその活用 

(9)保健サービスとその活用 

(10)さまざまな保健活動や対策              

 

 

 

 

３ 社会生活と健康 

 

(1)大気汚染と健康 

 

(2)水質汚濁,土壌汚染と健康 

 

 

(3)環境汚染を防ぐ取り組み 

人々の健康を守るための保健・医療の制度及び保健

行政の役割について理解します。 

医療の供給と医療保険について、また、医療費につ

いて理解します。 

 

医療機関とその役割について及び医療サービスの

活用法について理解します。                          

 

大気汚染の原因と健康への影響について理解しま

す。                 

 

水質汚濁の原因とその健康への影響について理解

します。 

土壌汚染の原因とその健康への影響について理解

します。大気汚染、水質汚濁、土壌汚染の関わりに

ついて理解します。 

 

産業廃棄物の処理と健康への影響について理解し

ます。 

１ 授業の中で使

用するプリントや

配布する課題を指

示された期日に提

出します。 

 

２ 学期末に授業

への参加状況を

見るために、保健

ノートを整理し

て提出します。 

１ 
 
 
 
 
 
２ 
 
 
 
 
 
 

 
３ 

 (4)ごみ処理と上下水道の整備 

 

(5)食品の安全を守る活動 

 

 

 

(6)働くことと健康 

 

 

(7)働くひとの健康づくり 

 

 

ゴミやし尿の処理法と上下水道の整備状況につい

て理解します。   

 

食品の安全性と行政の役割について理解します。 

食品製造過程における衛生管理の問題点について

理解を深めます。 

食品の安全性を維持していくために行政・生産者・

消費者の役割について理解します。 

 

働く人の健康問題について、特にストレスに対する

援助について理解します。 

労働災害の防止と職業病について理解します。 

 

健康的な職業生活を送るための取り組みについて

理解します。 

１ 授業の中で使

用するプリントや

配布する課題を指

示された期日に提

出します。 

 

２ 学期末に授業

への参加状況を

見るために、保健

ノートを整理し

て提出します。 
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３ 評価の観点 

関心・意欲・態度 現代社会と健康、生涯を通じる健康、社会生活と健康について関心を持ち、意欲的に学習に取り組もうとする。 

思考・判断・表現 現代社会と健康、生涯を通じる健康、社会生活と健康について、課題の解決を目指して総合的に考え、判断し、それら

を表している。 
知 識 ・ 理 解 現代社会と健康、生涯を通じる健康、社会生活と健康について、課題の解決に役立つ基礎的な事項を理解している。 

 
４ 評価の方法 

関心・意欲・態度，思考・判断・表現及び知識・理解の３観点から総合的に評価する。 
 
５ 担当者からのメッセージ（確かな学力を身につけるためのアドバイス、授業を受けるに当たって守って欲しい事項など） 

 ｢保健｣と言う科目は〈健康を保つ〉ことを取り扱う授業で、１年・２年次に１単位時間学習します。 

  健康問題がマスコミで大きく取り扱われる現状の中で、正しい情報と知識を取り入れ適切な生活行動を選択できるようになることが求め

られます。 

   健康を保持増進するための基本的な事項を理解するだけでなく、〈体の健康〉と〈心の健康〉に目を向け快適で健康的な生活習慣が身

に付けられるよう努力しよう。 

 なお、１単位ですので中間考査は実施しません。欠席を無くし、与えられた課題や提出物は必ず期限を 守り提出してください。  
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平成３１年度 保健体育「体育」シラバス 

単位数 ３ 単位 学科・学年・学級 普通 科 １年 A～E組 女子 
教科書 最新高等保健体育 （大修館書店） 副教材等 最新高等保健ノート（大修館書店） 

 
１ 学習の到達目標 

運動の合理的な実践を通して、運動技能を高め運動の楽しさや喜びを味わうことができるようになる。 健康の保持増進のため実践力の育

成と体力の向上を図る。 
 

２ 学習の計画 

月 単元名 学習項目 学習内容や学習活動 評価の材料等 
４ 
 
 
 
５ 
 

 
６ 
 
 
７ 

｢ 体 育 ｣ 

の学習について 

 

 

｢ 体 育 ｣ 

の学習について 

 

・Ｈ領域 

体育理論 

 

 

 

・Ａ領域  

体つくり運動 

 

 
・Ｃ領域 
陸上競技 
短距離走 

｢ 体 育 ｣の学習の意義や内容，評価の方法などを

理解する。 

  

体育理論は体育・スポーツに関する知識を理解す

る。自己の体力に応じた運動を活用できるようにす

る。 

 

 

体つくり運動は自己の体力や生活に応じて，体の調

子を整えるなどの体ほぐしを行うことや体力の向上

を図る。 

 

陸上競技は走･跳・投などの運動で，より速く走る，

より遠くへ投げる等，各種目全てに互いに協力し，

しかも安全に留意して競技や練習ができるように

する。 
自己の能力に応じた課題の解決を目指し，計画的な

練習の仕方や競技の仕方を工夫することができる

ようにする。また，競技会の企画や運営ができるよ

うする。 

 

課題テスト 

 

授業の中で使用するプリントや

配布する課題を指示された期日

に提出します。 

 

・各種の運動の合理的な実践を通

して運動技能を高め運動の楽し

さや喜びを深く味わう事ができ

るようにするとともに，体の調子

を整え、体力の向上を図り、公正、

協力、責任などの態度を育て、生

涯を通じて継続的に運動ができ

る資質や能力を育てる。 

（行動観察・課題テスト） 

 
 

 

９ 
 
 
 

10 
 
 
 

11 
 
 

12 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・Ｅ領域 

球技（卓球）   

 

 

 

 

・Ｅ領域 

球技 

（バスケットボ

ール） 

 

 

 

・Ｃ領域 

陸上競技      

（長距離走） 

 

 

 

卓球では、ネットをはさんでラッケトでボールを打ち

合い得点することを競うネット型のゲームの特性を

理解させる。また、相手の動きや打球に対応した作戦

を立て、シングルス及びダブルスのゲームができるよ

うにさせる。 

 

バスケットボールは相手との攻防の中で、ボールを運

び、ゴールにシュートして得点することを競うゴール

型の特性を理解します。既習の集団的技能や個人的技

能を活用して、学習段階に応じた作戦を立てゲームが

できるようにする。  

 

 陸上競技は自己の能力に応じて特定の長い距離を

より速く走ることができるようにする。  

 

 

授業の中で使用するプリントや

配布する課題を指示された期日

に提出します。 

 

 

 

・各種の運動の合理的な実践を通

して運動技能を高め運動の楽し

さや喜びを深く味わう事ができ

るようにするとともに，体の調子

を整え、体力の向上を図り、公正、

協力、責任などの態度を育て、生

涯を通じて継続的に運動ができ

る資質や能力を育てる。 

（行動観察・課題テスト） 
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１ 
 
 
 
 
 
２ 
 
 

 
３ 

 

  

・Ｃ領域 

陸上競技      

（長距離走） 

 

・Ｅ領域 

球技 

（バドミントン） 

 

 陸上競技は自己の能力に応じて特定の長い距離を

より速く走ることができるようにする。  

 

 

 

 

バドミントンではネットをはさんでボールを打ち合

うネット型のゲームの特性を理解し、チームの特徴を

生かした攻撃と防御の連係プレイをゲームで発揮で

きるようにさせる。 

 

 

 

授業の中で使用するプリントや

配布する課題を指示された期日

に提出します。 

 

・各種の運動の合理的な実践を通

して運動技能を高め運動の楽し

さや喜びを深く味わう事ができ

るようにするとともに，体の調子

を整え、体力の向上を図り、公正、

協力、責任などの態度を育て、生

涯を通じて継続的に運動ができ

る資質や能力を育てる。 

（行動観察・課題テスト） 

 
 

３ 評価の観点 

関心・意欲・態度 運動の楽しさや喜びを深く味わうことができるよう、公正、協力、参画などに対する意欲をもち、健康・安全を確保し

て学習に主体的に取り組もうとする。 

思考・判断・表現 生涯にわたる豊かなスポーツライフの実現を目指して、自己や仲間の課題に応じた運動を継続するための取り組み方を

工夫している。また、自己や仲間の状況に応じて体力を高めるための運動を継続するための計画を工夫している 

運 動 の 技 能 運動の合理的な実践を通して、運動の特性に応じて勝敗を競ったり、攻防を展開したり、表現したりするための各領域

の運動の特性に応じた段階的な技能を身に付けている。 

知 識 ・ 理 解 
選択した運動の技術（技）の名称や行い方、体力の高め方、課題解決の方法、練習や発表の仕方、スポーツを行う際の

健康・安全の確保の仕方についての具体的な方法、スポーツの歴史、文化的特性や現代のスポーツの特徴、運動やスポ

ーツの効果的な学習の仕方及び豊かなスポーツライフの設計の仕方を理解している。 
 
４ 評価の方法 

関心・意欲・態度，思考・判断・表現，運動の技能及び知識・理解の４観点から総合的に評価する。 
 
５ 担当者からのメッセージ（確かな学力を身につけるためのアドバイス、授業を受けるに当たって守って欲しい事項など） 

まず基礎体力をつけ、各種目に応じた技能の修得につとめ、自ら学ぶ姿勢を常に持って積極的に活動しよう。チームとしての集団での活動

では勝敗を競うばかりでなく、その運動に応じた楽しさや喜びを深く味わえることを目指しています。そのために、一人ひとりが自分の役

割を理解し、何らかの形でチームに貢献できるようにして欲しいです。さらに、健康・安全面の配慮を怠らず、運動の実践が体力の向上に

もつながっていくよう望みたい。また、審判を含め試合の運営などが、実際に行えるようにしていきたいものです。 
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平成３１年度 保健体育「体育」シラバス 

単位数 ３ 単位 学科・学年・学級 普通 科 １年 A～E組 男子 
教科書 最新高等保健体育 （大修館書店） 副教材等 最新高等保健ノート（大修館書店） 

 
１ 学習の到達目標 

運動の合理的な実践を通して、運動技能を高め運動の楽しさや喜びを味わうことができるようになる。 健康の保持増進のため実践力の育

成と体力の向上を図る。 
 

２ 学習の計画 

月 単元名 学習項目 学習内容や学習活動 評価の材料等 
４ 
 
 
 
５ 

 
 
６ 
 
 
 
 
７ 

｢ 体 育 ｣ 

の学習について 

 

 

｢ 体 育 ｣ 

の学習について 

 

・Ｈ領域 

体育理論 

 

 

・Ａ領域  

体つくり運動 

 

 

・Ｃ領域 

陸上競技        

（短距離走） 

 

 

 

｢ 体 育 ｣の学習の意義や内容，評価の方法などを理解

する。 

  

体育理論は体育・スポーツに関する知識を理解する。自

己の体力に応じた運動を活用できるようにする。 

 

 

体つくり運動は自己の体力や生活に応じて，体の調子を

整えるなどの体ほぐしを行うことや体力の向上を図る。 

 

 

陸上競技は走･跳・投などの運動で，各種目全てに互い

に協力し，しかも安全に留意して競技や練習ができるよう

にする。自己の能力に応じた課題の解決を目指し，計画的

な練習の仕方や競技の仕方を工夫することができるよう

にする。 

 

 

 

課題テスト 

 

授業の中で使用するプリン

トや配布する課題を指示さ

れた期日に提出します。 

 

・各種の運動の合理的な実践

を通して運動技能を高め運

動の楽しさや喜びを深く味

わう事ができるようにする

とともに，体の調子を整え、

体力の向上を図り、公正、協

力、責任などの態度を育て、

生涯を通じて継続的に運動

ができる資質や能力を育て

る。 

（行動観察・課題テスト） 

 

 
 
９ 
 
 
 

10 
 
 
 

11 
 
 

12 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・Ｅ領域 

球技 

（バスケットボ

ール） 

 

 

 

 

 

・Ｅ領域 

球技 

（サッカーボー

ル） 

 

・Ｃ領域 

陸上競技      

長距離走 

 

 

 

バスケットボールは相手との攻防の中で、ボールを運び、

ゴールにシュートして得点することを競うゴール型の特

性を理解します。既習の集団的技能や個人的技能を活用し

て、学習段階に応じた作戦を立てゲームができるようにす

る。 自己の能力に応じた課題の解決を目指して，計画的

な練習の仕方や競技の仕方を工夫することができるよう

にします。 

  

 

 

サッカーは、集団的技能の習得とチームの課題や自己の能

力に応じて運動技能を高めることと作戦を立て、それに応

じた攻防の仕方を工夫してゲームができるようにする。 

 

陸上競技は自己の能力に応じて特定の長い距離をより速

く走ることができるようにする。  

 

 

授業の中で使用するプリン

トや配布する課題を指示さ

れた期日に提出します。 

 

・各種の運動の合理的な実践

を通して運動技能を高め運

動の楽しさや喜びを深く味

わう事ができるようにする

とともに，体の調子を整え、

体力の向上を図り、公正、協

力、責任などの態度を育て、

生涯を通じて継続的に運動

ができる資質や能力を育て

る。 

（行動観察・課題テスト） 

 



2 

１ 
 
２ 

 
３ 
 
 
 

 ・Ｃ領域 

陸上競技      

長距離走 

 

 

・Ｅ領域 

球技 

(バドミントン） 

 陸上競技は自己の能力に応じて特定の長い距離をより

速く走ることができるようにする。  

 

 

 

バドミントンではネットをはさんでボールを打ち合うネ

ット型のゲームの特性を理解し、チームの特徴を生かした

攻撃と防御の連係プレイをゲームで発揮できるようにさ

せる。 

 

授業の中で使用するプリン

トや配布する課題を指示さ

れた期日に提出します。 

 

 

・各種の運動の合理的な実践

を通して運動技能を高め運

動の楽しさや喜びを深く味

わう事ができるようにする

とともに，体の調子を整え、

体力の向上を図り、公正、協

力、責任などの態度を育て、

生涯を通じて継続的に運動

ができる資質や能力を育て

る。 

（行動観察・課題テスト） 

 
 

３ 評価の観点 

関心・意欲・態度 運動の楽しさや喜びを深く味わうことができるよう、公正、協力、参画などに対する意欲をもち、健康・安全を確保し

て学習に主体的に取り組もうとする。 

思考・判断・表現 生涯にわたる豊かなスポーツライフの実現を目指して、自己や仲間の課題に応じた運動を継続するための取り組み方を

工夫している。また、自己や仲間の状況に応じて体力を高めるための運動を継続するための計画を工夫している 

運 動 の 技 能 運動の合理的な実践を通して、運動の特性に応じて勝敗を競ったり、攻防を展開したり、表現したりするための各領域

の運動の特性に応じた段階的な技能を身に付けている。 

知 識 ・ 理 解 
選択した運動の技術（技）の名称や行い方、体力の高め方、課題解決の方法、練習や発表の仕方、スポーツを行う際の

健康・安全の確保の仕方についての具体的な方法、スポーツの歴史、文化的特性や現代のスポーツの特徴、運動やスポ

ーツの効果的な学習の仕方及び豊かなスポーツライフの設計の仕方を理解している。 
 
４ 評価の方法 

関心・意欲・態度，思考・判断・表現，運動の技能及び知識・理解の４観点から総合的に評価する。 
 
５ 担当者からのメッセージ（確かな学力を身につけるためのアドバイス、授業を受けるに当たって守って欲しい事項など） 

１年次に身に付けた基礎体力を生かし、各種目に応じた技能の修得につとめ、自ら学ぶ姿勢を常に持って積極的に活動しよう。チームとし

ての集団での活動では勝敗を競うばかりでなく、その運動に応じた楽しさや喜びを深く味わえることを目指しています。そのために、一人

ひとりが自分の役割を理解し、何らかの形でチームに貢献できるようにして欲しいです。さらに、健康・安全面の配慮を怠らず、運動の実

践が体力の向上にもつながっていくよう望みたい。また、審判を含め試合の運営などが、実際に行えるようにしていきたいものです。 
 



1 

平成３１年度 保健体育「体育」シラバス 

単位数 ３ 単位 学科・学年・学級 普通 科 ２年 A～E組 女子 
教科書 最新高等保健体育 （大修館書店） 副教材等 最新高等保健ノート（大修館書店） 

 
１ 学習の到達目標 

運動の合理的な実践を通して、運動技能を高め運動の楽しさや喜びを味わうことができるようになる。 健康の保持増進のため実践力の育

成と体力の向上を図る。 
 

２ 学習の計画 

月 単元名 学習項目 学習内容や学習活動 評価の材料等 
４ 
 
 
 
５ 
 
 
６ 
 
 
７ 

｢ 体 育 ｣ 

の学習について 

 

 

｢ 体 育 ｣ 

の学習について 

 

・Ｈ領域 

体育理論 

 

 

・Ａ領域  

 体つくり運動 

 

・Ｃ領域 

陸上競技  

（短距離走） 

 

 

 

｢ 体 育 ｣の学習の意義や内容，評価の方法などを理解

する。 

  

体育理論は体育・スポーツに関する知識を理解する。自己

の体力に応じた運動をかつようできるようにする。 

 

 

体つくり運動は自己の体力や生活に応じて、体の調子を整

えるなどの体ほぐしを行うことや体力の向上を図る。 

 

陸上競技は走･跳・投などの運動で，より速く走る、より

速く走る各種目全てに互いに協力し、しかも安全に留意し

て競技や練習ができるようにする。自己の能力に応じた課

題の解決を目指し、計画的な練習の仕方や競技の仕方を工

夫することができるようする。また、競技会の企画や運営

ができるようする。 

 

 

 

 

課題テスト 

 

授業の中で使用するプリン

トや配布する課題を指示さ

れた期日に提出します。 

 

 

・各種の運動の合理的な実践

を通して運動技能を高め運

動の楽しさや喜びを深く味

わう事ができるようにする

とともに，体の調子を整え、

体力の向上を図り、公正、協

力、責任などの態度を育て、

生涯を通じて継続的に運動

ができる資質や能力を育て

る。 

（行動観察・課題テスト） 

 
 
９ 

 
 
 
 
10 
 

 
 
 
11 

 
12 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・Ｅ領域 

球技（卓球） 

 

 

 

・Ｅ領域 

球技 

（バドミントン） 

 

 

・Ｃ領域 

陸上競技      

長距離走 

 

 

 

卓球では、ネットをはさんでラッケトでボールを打ち合い

得点することを競うネット型のゲームの特性を理解させ

る。また、相手の動きや打球に対応した作戦を立て、シン

グルス及びダブルスのゲームができるようにさせる。 

 

バドミントンではネットをはさんでボールを打ち合うネ

ット型のゲームの特性を理解し、チームの特徴を生かした

攻撃と防御の連係プレイをゲームで発揮できるようにさ

せる。 

 
陸上競技は自己の能力に応じて特定の長い距離をより速

く走ることができるようにする。 

授業の中で使用するプリン

トや配布する課題を指示さ

れた期日に提出します。 

 

 

・各種の運動の合理的な実践

を通して運動技能を高め運

動の楽しさや喜びを深く味

わう事ができるようにする

とともに，体の調子を整え、

体力の向上を図り、公正、協

力、責任などの態度を育て、

生涯を通じて継続的に運動

ができる資質や能力を育て

る。 

（行動観察・課題テスト） 



2 

１ 
 
 

 
２ 
 

 
３ 
 
 
 

 ・Ｃ領域 

陸上競技      

長距離走 

 

・Ｅ領域 

球技 

 （バスケットボ

ール） 

 陸上競技は自己の能力に応じて特定の長い距離をより

速く走ることができるようにする。  

 

 

 

バスケットボールは相手との攻防の中で、ボールを運び、

ゴールにシュートして得点することを競うゴール型の特

性を理解します。既習の集団的技能や個人的技能を活用し

て、学習段階に応じた作戦を立てゲームができるようにす

る。  

 

授業の中で使用するプリン

トや配布する課題を指示さ

れた期日に提出します。 

 

 

・各種の運動の合理的な実践

を通して運動技能を高め運

動の楽しさや喜びを深く味

わう事ができるようにする

とともに，体の調子を整え、

体力の向上を図り、公正、協

力、責任などの態度を育て、

生涯を通じて継続的に運動

ができる資質や能力を育て

る。 

（行動観察・課題テスト） 

 
 

３ 評価の観点 

関心・意欲・態度 運動の楽しさや喜びを深く味わうことができるよう、公正、協力、参画などに対する意欲をもち、健康・安全を確保し

て学習に主体的に取り組もうとする。 

思考・判断・表現 生涯にわたる豊かなスポーツライフの実現を目指して、自己や仲間の課題に応じた運動を継続するための取り組み方を

工夫している。また、自己や仲間の状況に応じて体力を高めるための運動を継続するための計画を工夫している 

運 動 の 技 能 運動の合理的な実践を通して、運動の特性に応じて勝敗を競ったり、攻防を展開したり、表現したりするための各領域

の運動の特性に応じた段階的な技能を身に付けている。 

知 識 ・ 理 解 
選択した運動の技術（技）の名称や行い方、体力の高め方、課題解決の方法、練習や発表の仕方、スポーツを行う際の

健康・安全の確保の仕方についての具体的な方法、スポーツの歴史、文化的特性や現代のスポーツの特徴、運動やスポ

ーツの効果的な学習の仕方及び豊かなスポーツライフの設計の仕方を理解している。 
 
４ 評価の方法 

関心・意欲・態度，思考・判断・表現，運動の技能及び知識・理解の４観点から総合的に評価する。 
 
５ 担当者からのメッセージ（確かな学力を身につけるためのアドバイス、授業を受けるに当たって守って欲しい事項など） 

１年次に身に付けた基礎体力を生かし、各種目に応じた技能の修得につとめ、自ら学ぶ姿勢を常に持って積極的に活動しよう。チームとし

ての集団での活動では勝敗を競うばかりでなく、その運動に応じた楽しさや喜びを深く味わえることを目指しています。そのために、一人

ひとりが自分の役割を理解し、何らかの形でチームに貢献できるようにして欲しいです。さらに、健康・安全面の配慮を怠らず、運動の実

践が体力の向上にもつながっていくよう望みたい。また、審判を含め試合の運営などが、実際に行えるようにしていきたいものです。 
 



1 

平成３１年度 保健体育「体育」シラバス 

単位数 ３ 単位 学科・学年・学級 普通 科 ２年 A～E組 男子 
教科書 最新高等保健体育 （大修館書店） 副教材等 最新高等保健ノート（大修館書店） 

 
１ 学習の到達目標 

運動の合理的な実践を通して、運動技能を高め運動の楽しさや喜びを味わうことができるようになる。 健康の保持増進のため実践力の育

成と体力の向上を図る。 
 

２ 学習の計画 

月 単元名 学習項目 学習内容や学習活動 評価の材料等 
４ 
 
 
 
５ 
 
 
 
 
 
 
６ 
 
 
７ 

｢ 体 育 ｣ 

の学習について 

｢ 体 育 ｣ 

の学習について 

 

・Ｈ領域 

体育理論 

 

 

・Ａ領域  

体つくり運動 

 

 

・Ｃ領域 

短距離走 

 

 

 

｢ 体 育 ｣の学習の意義や内容，評価の方法などを理解する。 

  

 

体育理論は体育・スポーツに関する知識を理解する。自己の体力に

応じた運動をかつようできるようにする。 

 

 

体つくり運動は自己の体力や生活に応じて、体の調子を整えるなど

の体ほぐしを行うことや体力の向上を図る。 

 

 

陸上競技は走･跳・投などの運動で，より遠くへ投げる、より速く

走るようにする。各種目全てに互いに協力し、しかも安全に留意し

て競技や練習ができるようにする。自己の能力に応じた課題の解決

を目指し、計画的な練習の仕方や競技の仕方を工夫することができ

るようする。また、競技会の企画や運営ができるようする。 

 

 

課題テスト 

 

授業の中で使用す

るプリントや配布

する課題を指示さ

れた期日に提出し

ます。 

 

 

 

 
９ 

 
 
 
 
 
10 
 
 
 
 
 
11 
 
 
 

12 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・Ｅ領域 

球技 

（バレーボール） 

 

 

 

・Ｅ領域 

球技 

（バスケットボ

ール） 

 

 

・Ｅ領域 

球技 

（サッカーボー

ル） 

 

 

 

・Ｃ領域 

陸上競技      

長距離走 

 

 

 

 自己の能力に応じた課題の解決を目指して，計画的な練習の仕方

や競技の仕方を工夫することができるようにします。 

 ネットを挟んでボールを打ち合うネット型のゲームの特性を理

解して，チームの特徴を生かした攻撃と防御の連係プレーをゲーム

で発揮できるようにします。 

 

バスケットボールは相手との攻防の中で、ボールを運び、ゴールに

シュートして得点することを競うゴール型の特性を理解します。既

習の集団的技能や個人的技能を活用して、学習段階に応じた作戦を

立てゲームができるようにする。 

 

 

サッカーは、集団的技能の習得とチームの課題や自己の能力に応じ

て運動技能を高めることと作戦を立て、それに応じた攻防の仕方を

工夫してゲームができるようにする。 

 

 

 

 

陸上競技は自己の能力に応じて特定の長い距離をより速く走るこ

とができるようにする。  

 

 

授業の中で使用す

るプリントや配布

する課題を指示さ

れた期日に提出し

ます。 

 

 



2 

１ 
 
 
２ 

 
 
３ 

 
 

 ・Ｃ領域 

陸上競技      

長距離走 

 

 

     

・Ｅ領域 

球技 

（バドミントン） 

 陸上競技は自己の能力に応じて特定の長い距離をより速く走る

ことができるようにする。  

 

 

 

 

バドミントンではネットをはさんでボールを打ち合うネット型の

ゲームの特性を理解し、チームの特徴を生かした攻撃と防御の連係

プレイをゲームで発揮できるようにさせる。 

 

授業の中で使用す

るプリントや配布

する課題を指示さ

れた期日に提出し

ます。 

 

 

 

３ 評価の観点 

関心・意欲・態度 運動の楽しさや喜びを深く味わうことができるよう、公正、協力、参画などに対する意欲をもち、健康・安全を確保し

て学習に主体的に取り組もうとする。 

思考・判断・表現 生涯にわたる豊かなスポーツライフの実現を目指して、自己や仲間の課題に応じた運動を継続するための取り組み方を

工夫している。また、自己や仲間の状況に応じて体力を高めるための運動を継続するための計画を工夫している 

運 動 の 技 能 運動の合理的な実践を通して、運動の特性に応じて勝敗を競ったり、攻防を展開したり、表現したりするための各領域

の運動の特性に応じた段階的な技能を身に付けている。 

知 識 ・ 理 解 
選択した運動の技術（技）の名称や行い方、体力の高め方、課題解決の方法、練習や発表の仕方、スポーツを行う際の

健康・安全の確保の仕方についての具体的な方法、スポーツの歴史、文化的特性や現代のスポーツの特徴、運動やスポ

ーツの効果的な学習の仕方及び豊かなスポーツライフの設計の仕方を理解している。 
 
４ 評価の方法 

関心・意欲・態度，思考・判断・表現，運動の技能及び知識・理解の４観点から総合的に評価する。 
 
５ 担当者からのメッセージ（確かな学力を身につけるためのアドバイス、授業を受けるに当たって守って欲しい事項など） 

１年次に身に付けた基礎体力を生かし、各種目に応じた技能の修得につとめ、自ら学ぶ姿勢を常に持って積極的に活動しよう。チームとし

ての集団での活動では勝敗を競うばかりでなく、その運動に応じた楽しさや喜びを深く味わえることを目指しています。そのために、一人

ひとりが自分の役割を理解し、何らかの形でチームに貢献できるようにして欲しいです。さらに、健康・安全面の配慮を怠らず、運動の実

践が体力の向上にもつながっていくよう望みたい。また、審判を含め試合の運営などが、実際に行えるようにしていきたいものです。 
 



1 

平成３１年度 保健体育「体育」シラバス 

単位数 ２ 単位 学科・学年・学級 普通 科 ３年 A～E組 男女 
教科書 最新高等保健体育 （大修館書店） 副教材等 最新高等保健ノート（大修館書店） 

 
１ 学習の到達目標 

運動の合理的な実践を通して、運動技能を高め運動の楽しさや喜びを味わうことができるようになる。 健康の保持増進のため実践力の育

成と体力の向上を図る。 
 

２ 学習の計画 

月 単元名 学習項目 学習内容や学習活動 評価の材料等 
４ 

 
 

 
 
 
 
 
５ 

 
 
 
６ 

 
 
７ 

｢ 体 育 ｣ 

の学習について 

 

 

｢ 体 育 ｣の

学習について 

 

・Ｈ領域 

体育理論 

 

・Ｃ領域 

陸上競技 

（短距離走） 

 

 

｢ 体 育 ｣の学習の意義や内容，評価の方法などを理解

する。 

  

体育理論は体育・スポーツに関する知識を理解する。自己

の体力に応じた運動をかつようできるようにする。 

 

陸上競技は走･跳・投などの運動で，より遠くへ投げる、

より速く走るようにする。各種目全てに互いに協力し、し

かも安全に留意して競技や練習ができるようにする。自己

の能力に応じた課題の解決を目指し、計画的な練習の仕方

や競技の仕方を工夫することができるようする。また、競

技会の企画や運営ができるようする。 

 

 

 

課題テスト 

 

授業の中で使用するプリン

トや配布する課題を指示さ

れた期日に提出します。 

 

・各種の運動の合理的な実践

を通して運動技能を高め運

動の楽しさや喜びを深く味

わう事ができるようにする

とともに，体の調子を整え、

体力の向上を図り、公正、協

力、責任などの態度を育て、

生涯を通じて継続的に運動

ができる資質や能力を育て

る。（行動観察・課題テスト） 

 
 
 
９ 

 
10 
 
11 

 
12 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・Ａ領域  

体つくり運動 

 

・Ｅ領域 

球技 

（バスケットボ

ール、バレーボー

ル、バドミント

ン、卓球、サッカ

ー、テニス、ソフ

トボール） 

 

 

 

 

体つくり運動は自己の体力や生活に応じて、体の調子を整

えるなどの体ほぐしを行うことや体力の向上を図る。 

 

 

・1年、2年とやってきたことを踏まえ、チームの課題や

自己の能力に応じた課題の解決を目指して計画的練習の

仕方やゲームの仕方を工夫することができるようにし、各

種目全てに互いに協力して安全に留意して競技会の企画

や運営ができるようにする 

ことをねらいとします。 

 

 

・各種の運動の合理的な実践

を通して運動技能を高め運

動の楽しさや喜びを深く味

わう事ができるようにする

とともに，体の調子を整え、

体力の向上を図り、公正、協

力、責任などの態度を育て、

生涯を通じて継続的に運動

ができる資質や能力を育て

る。（行動観察・課題テスト） 

 

 

１ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  ・Ｅ領域 

球技 

（バスケットボ

ール、バレーボー

ル、バドミント

ン、卓球、サッカ

ー、テニス、ソフ

トボール） 

 

・1年、2年とやってきたことを踏まえ、チームの課題や

自己の能力に応じた課題の解決を目指して計画的練習の

仕方やゲームの仕方を工夫することができるようにし、各

種目全てに互いに協力して安全に留意して競技会の企画

や運営ができるようにする 

ことをねらいとします。 

・各種の運動の合理的な実践

を通して運動技能を高め運

動の楽しさや喜びを深く味

わう事ができるようにする

とともに，体の調子を整え、

体力の向上を図り、公正、協

力、責任などの態度を育て、

生涯を通じて継続的に運動

ができる資質や能力を育て

る。（行動観察・課題テスト） 
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３ 評価の観点 

関心・意欲・態度 運動の楽しさや喜びを深く味わうことができるよう、公正、協力、参画などに対する意欲をもち、健康・安全を確保し

て学習に主体的に取り組もうとする。 

思考・判断・表現 生涯にわたる豊かなスポーツライフの実現を目指して、自己や仲間の課題に応じた運動を継続するための取り組み方を

工夫している。また、自己や仲間の状況に応じて体力を高めるための運動を継続するための計画を工夫している 

運 動 の 技 能 運動の合理的な実践を通して、運動の特性に応じて勝敗を競ったり、攻防を展開したり、表現したりするための各領域

の運動の特性に応じた段階的な技能を身に付けている。 

知 識 ・ 理 解 
選択した運動の技術（技）の名称や行い方、体力の高め方、課題解決の方法、練習や発表の仕方、スポーツを行う際の

健康・安全の確保の仕方についての具体的な方法、スポーツの歴史、文化的特性や現代のスポーツの特徴、運動やスポ

ーツの効果的な学習の仕方及び豊かなスポーツライフの設計の仕方を理解している。 
 
４ 評価の方法 

関心・意欲・態度，思考・判断・表現，運動の技能及び知識・理解の４観点から総合的に評価する。 
 
５ 担当者からのメッセージ（確かな学力を身につけるためのアドバイス、授業を受けるに当たって守って欲しい事項など） 

１・２年次に身に付けた基礎体力を生かし、各種目に応じた技能の修得につとめ、自ら学ぶ姿勢を常に持って積極的に活動しよう。チーム

としての集団での活動では勝敗を競うばかりでなく、その運動に応じた楽しさや喜びを深く味わえることを目指しています。そのために、

一人ひとりが自分の役割を理解し、何らかの形でチームに貢献できるようにして欲しいです。さらに、健康・安全面の配慮を怠らず、運動

の実践が体力の向上にもつながっていくよう望みたい。また、審判を含め試合の運営などが、実際に行えるようにしていきたいものです。 
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平成３１年度 保健体育「スポーツライフ」シラバス 

単位数 ２ 単位 学科・学年・学級 普通 科 ３年 A～E組 男女 
教科書 最新高等保健体育 （大修館書店） 副教材等 最新高等保健ノート（大修館書店） 

 
１ 学習の到達目標 

運動の合理的な実践を通して、運動技能を高め運動の楽しさや喜びを味わうことができるようになる。 健康の保持増進のため実践力の育

成と体力の向上を図る。 
２ 学習の計画 

月 単元名 学習項目 学習内容や学習活動 評価の材料等 
４ 
 
 

 
５ 
 

 
６ 
 
 
７ 

「体 育」  

の学習に

ついて 

 

 

｢ 体 育 ｣ 

の学習について 

 

・Ｈ領域 

体育理論 

 

 

・Ｃ領域 

陸上競技 

（短距離走） 

（長距離走） 

 

 

｢ 体 育 ｣の学習の意義や内容，評価の方法などを理解

する。 

 

体育理論は体育・スポーツに関する知識を理解する。自己

の体力に応じた運動をかつようできるようにする。 

 

陸上競技は走･跳・投などの運動で，より遠くへ投げる、

より速く走るようにする。各種目全てに互いに協力し、し

かも安全に留意して競技や練習ができるようにする。自己

の能力に応じた課題の解決を目指し、計画的な練習の仕方

や競技の仕方を工夫することができるようする。 

 

課題テスト 

 

授業の中で使用するプリントや配

布する課題を指示された期日に提

出します。 

・各種の運動の合理的な実践を通し

て運動技能を高め運動の楽しさや

喜びを深く味わう事ができるよう

にするとともに，体の調子を整え、

体力の向上を図り、公正、協力、責

任などの態度を育て、生涯を通じて

継続的に運動ができる資質や能力

を育てる。（行動観察・課題テスト） 

９ 
 
10 
 
11 

 
12 

 
 

 

 

 

 

 

 

・Ａ領域  

体つくり運動 

・Ｅ領域 

球技 

（バスケットボー

ル、バレーボール、

バドミントン、卓

球、サッカー、テニ

ス、ソフトボール） 

体つくり運動は自己の体力や生活に応じて，体の調子を整

えるなどの体ほぐしを行うことや体力の向上を図る。 

・1年、2年とやってきたことを踏まえ、チームの課題や

自己の能力に応じた課題の解決を目指して計画的練習の

仕方やゲームの仕方を工夫することができるようにし、各

種目全てに互いに協力して安全に留意して競技会の企画

や運営ができるようにする 

ことをねらいとします。 

・各種の運動の合理的な実践を通し

て運動技能を高め運動の楽しさや

喜びを深く味わう事ができるよう

にするとともに，体の調子を整え、

体力の向上を図り、公正、協力、責

任などの態度を育て、生涯を通じて

継続的に運動ができる資質や能力

を育てる。（行動観察・課題テスト） 

１  ・Ｅ領域 

球技 

（バスケットボー

ル、バレーボール、

バドミントン、卓

球、サッカー、テニ

ス、ソフトボール） 

 

・1年、2年とやってきたことを踏まえ、チームの課題や

自己の能力に応じた課題の解決を目指して計画的練習の

仕方やゲームの仕方を工夫することができるようにし、各

種目全てに互いに協力して安全に留意して競技会の企画

や運営ができるようにする 

ことをねらいとします。 

・各種の運動の合理的な実践を通し

て運動技能を高め運動の楽しさや

喜びを深く味わう事ができるよう

にするとともに，体の調子を整え、

体力の向上を図り、公正、協力、責

任などの態度を育て、生涯を通じて

継続的に運動ができる資質や能力

を育てる。（行動観察・課題テスト） 

３ 評価の観点 

関心・意欲・態度 運動の楽しさや喜びを深く味わうことができるよう、公正、協力、参画などに対する意欲をもち、健康・安全を確保し

て学習に主体的に取り組もうとする。 

思考・判断・表現 生涯にわたる豊かなスポーツライフの実現を目指して、自己や仲間の課題に応じた運動を継続するための取り組み方を

工夫している。また、自己や仲間の状況に応じて体力を高めるための運動を継続するための計画を工夫している 

運 動 の 技 能 運動の合理的な実践を通して、運動の特性に応じて勝敗を競ったり、攻防を展開したり、表現したりするための各領域

の運動の特性に応じた段階的な技能を身に付けている。 

知 識 ・ 理 解 
選択した運動の技術（技）の名称や行い方、体力の高め方、課題解決の方法、練習や発表の仕方、スポーツを行う際の

健康・安全の確保の仕方についての具体的な方法、スポーツの歴史、文化的特性や現代のスポーツの特徴、運動やスポ

ーツの効果的な学習の仕方及び豊かなスポーツライフの設計の仕方を理解している。 
４ 評価の方法 

関心・意欲・態度，思考・判断・表現，運動の技能及び知識・理解の４観点から総合的に評価する。 
 

５ 担当者からのメッセージ（確かな学力を身につけるためのアドバイス、授業を受けるに当たって守って欲しい事項など） 

１・２年次に身に付けた基礎体力を生かし、各種目に応じた技能の修得につとめ、自ら学ぶ姿勢を常に持って積極的に活動しよう。チーム

としての集団での活動では勝敗を競うばかりでなく、その運動に応じた楽しさや喜びを深く味わえることを目指しています。そのために、

一人ひとりが自分の役割を理解し、何らかの形でチームに貢献できるようにして欲しいです。さらに、健康・安全面の配慮を怠らず、運動

の実践が体力の向上にもつながっていくよう望みたい。また、審判を含め試合の運営などが、実際に行えるようにしていきたいものです。 
 


